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 第 6 章では人々の有する催眠状態信念についての概念的検討を行い，その
内容について明らかにすることを目的とした。第 2 節（研究 1-1）では，第
4 章で定めた催眠状態信念の定義に沿った項目を網羅的に収集し，人々の有
する催眠状態信念を単純構造で捉えることを目的として催眠状態信念質問紙
（Beliefs about Hypnotic Sates Questionnaire, BHSQ）の作成を行った。
因子分析の結果，2 因子が抽出され，「主体性喪失」信念，「潜在能力解放」








 第 7 章では，従来の催眠態度について，その認知的成分を催眠状態信念，
感情的成分を感情的催眠態度として区別して捉え，それぞれが催眠反応性に
及ぼす影響について検討することを目的とした。第 2 節（研究 2-1，2-2）で
は感情的催眠態度尺度を作成し，5 項目 1 次元の尺度として信頼性を確認し
た。第 3 節（研究 3-1，3-2）では，主観的催眠反応性を測定するために
Subjective Experience Scale for the Harvard Group Scale of Hypnotic 
Susceptibility, Form A (Kirsch et al., 1990；以下，SES-H）と，Subjective 
Experience Scale for the Waterloo-Stanford Group C scale (Kirsch et al., 
1998；以下，SES-W)の日本語版を作成し，その妥当性と信頼性を確認した。






 第 8 章では，催眠予期および催眠状況における文脈効果に及ぼす催眠状態













































 第 10 章をこれまでの研究の総合的考察とし，9 つの研究で得られた知見を
整理し，本論文の 4 つの小目的に対する総合的考察およびその学問的意義や
心理臨床的意義について考察した。最後に本論文で残された課題と今後の展
望を提示した。 
 
【結論】 
 本論文の成果は，学術的側面と心理臨床実践的側面に分けられる。学術的
側面としての最も大きな成果は，催眠状態信念という新しい概念を導入する
ことで，従来個別に検討されてきた催眠反応性と関連する諸要因を統合的に
理解した点である。この統合的な理解により，被催眠者が催眠状態信念とい
う自身の有する認知的枠組みにもとづいて催眠反応を生起させていることが
示された。社会認知的立場からの研究では，被催眠者を，催眠暗示によって
要求される行動や体験を自身の解釈によって積極的に生じさせようとする主
体的な存在として捉えて検討してきた。そのような被催眠者の催眠への主体
的な関与が本論文によって初めて実証的に示されたといえよう。 
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 一方，心理臨床実践的側面の成果としては，本論文によってクライエント
が催眠状態に対してどのような捉え方をすることが催眠の導入および治療的
効果として有効かを示すことができた点である。従来の催眠による心理臨床
実践のようにクライエントの「誤った」信念を修正するだけではなく，催眠
がクライエントをより良くする状態になるものという認識，すなわち治療的
期待信念が持てるように援助することが必要であることが示された。また，
催眠状態信念が現状を変化させたいという個人的背景から形成される可能性
を見出したことからは，催眠を用いた介入を行う際のアセスメントに有効な
視点を提示したといえよう。 
